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原告団 NEWS
号外－静かな夜と空を返せ－ 事前集会（緑町北公園）

入廷 ( 地裁 405 号法廷 )
開廷
裁判所前で報告集会

  9：15
  9：45
10：00
終了後

※集会～地裁敷地に入るまでは，
幟を掲げ，原告団の方は，ゼッ
ケンをつけますが，裁判所門前
で，これを外します。ご協力く
ださい。

―本日の予定―
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事前集会会場
【9時 15 分～】

405 号法廷【10 時～】
　本日は，法廷でのやり取り後に，裁判所・弁護団・
被告国とで進行協議を行い，この間提出された準備
書面や資料などの整理・確認作業を行います。その
ため，いつもより 1時間早い開廷となりました。
　以下の原稿は，本日の法廷で弁護団の先生が読み
上げる予定のものです。
　馬場先生にお書きいただきました。
第１　はじめに
　今回の原告準備書面では，コンターについて述べ
るととともに，コンター外の原告 4名の騒音被害を
騒音測定結果の提出とともに主張しました。
第２　コンターについて
①まず，コンターについて述べます。コンターとは
等高線のことです。標高等を示す等高線をイメージ
していただくと分かりやすいと思います。
②本訴訟において述べるコンターとは，WECPNL 値
（以下「W」と表記）の等高線です。
　本件横田飛行場においては，平成 15年度に騒音調
査がなされ，それを基に平成 17年にコンターが見直
されました。
　以降，大規模な騒音調査はなされておらず，平成
17年のコンターが最新のものとなっています。
③防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律（以
下「生活環境整備法」という）第 4条で「政令で定
めるところにより自衛隊等の航空機の離陸，着陸等
のひん繁な実施により生ずる音響に起因する障害が
著しいと認めて防衛大臣が指定する防衛施設の周辺
の区域（第一種区域）」を住宅防音工事助成の対象

第９次横田基地公害訴訟
第 19 回法廷の内容は…

（第 4条 1項）とするとされ，第一種区域の外郭線は
W75コンターに沿って引かれています。
　その他，防音工事の第Ⅰ工法（25デシベル以上の
計画防音量を目標とする）と第Ⅱ工法（20デシベル
以上の計画防音量を目標とする）の区別がW80を基
準にされており，その工法区分線がW80コンターに
沿って引かれています。
　また，外郭防音工事の助成対象となるのがW85以
上であり，外郭防音工事対象区域の外郭線が 85Wコ
ンターに沿って引かれています。
　コンター図は，北関東防衛局のホームページなど
でも確認することができます。
**********************************************(裏に続く）
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④W75コンター内すなわち第一種区域に指定され
ている区域内は，国自身が「音響に起因する障害
が著しい」と認めている地域なのですから，それ
を本訴訟で国が受忍限度内であると主張するのは，
自己矛盾です。
第３　コンター外の原告について
①W75コンターの外であるからといって，騒音被
害がないということが示されるわけでもありませ
ん。
　そもそも，環境基準では，専ら住居の用に供さ
れる地域においては，「生活環境を保全し，人の健
康の保護に資するうえで維持することが望ましい」
基準として，W70以下と定められています。
　図面上で引かれた，それもW75コンターの外で
あるからといって，一律に騒音被害が認められな
いということにはならないはずです。
②本訴訟では，4名の原告がコンター外（福生市熊
川，立川市一番町，昭島市つつじが丘）に居住し
ていますが，4名とも基地近くに居住しており，騒
音測定をしたところ，頻繁な騒音発生が測定され
ました。
３　1日に 50 回以上の 65㏈（デシベル）以上の
騒音が発生していました。また，80㏈，90㏈の爆
音も発生していました。
　当然，本訴訟の原告になっているわけですから，
4名とも騒音被害を受けており，立ち上がっている
のです。
　騒音の実態としても，被害感からしても，コン
ター内外ということで一律に判断するのではなく，
騒音の実態に目を向け，判断されなければなりま
せん。

以上
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

▶次回・第 20回の法廷は，3月 23 日（木）
　午前 11時～です。
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

▶ 1月 21 日（土）午後 1時～ 2時に，立
川駅北口曙橋交差点（中武デパート北側）
において，オスプレイ飛来と配備に反対す
る署名と宣伝行動を，同じ活動をしている
6団体で行います。多くの方の参加をお願
いします。

****************************************（表から続く）
　昨年 12月 13 日のオスプレイ墜落事故後に私たち
原告団と横田・基地被害の名前で，横田基地・在日米
軍司令官，首相，外務大臣，防衛大臣，北関東防衛局
長あてに以下の内容の要求書を送付しました。（以下
は在日米軍司令官宛）
　昨日 12 月 13 日 22 時頃，普天間基地所属の

MV-22 オスプレイが名護市沖に墜落した。この事故

が海上でなく私たちが暮らす住宅の上空で起きたもの

であれば，さらに大惨事を引き起こしたことはいうま

でもない。

　私たちは，普天間基地に MV-22 が配備された

2012 年から，その飛行の危険性を繰り返し指摘し

事故が起きることを危惧していた。それにもかかわら

ず，2014 年からは横田基地にも同機が飛来するよ

うになり，2015 年には同型機の CV-22 の配備が

接受国通報される状況の中，私たちは，これ以上の騒

音と危険が増加することに，さらに強い反対を表明し

ていた。

　航空機の事故は大惨事となることが多く，一度であ

っても起きてはならない。オスプレイは試験飛行段階

から事故による多くの犠牲者を出していたが，運用後

も何度も犠牲者を出している。近くでは，本年 10 月

26 日に米本土メリーランド州の軍事基地で着陸失敗

の事故があったばかりである。

　…（中略）…ところで，横田基地に飛来した

MV-22 は，この 2 年半の間に機体に何らかのトラ

ブルが起きた様子が 3 ～ 4 回あったように思われた。

これは，なかなか離陸できない様子から故障が起きた

ことが推定できるものだった。このように，この間の

事故や飛来したオスプレイのトラブルの頻度からは，

オスプレイは欠陥機であると言わざるを得ない。

　私たち軍事基地のそばに暮らす住民は，危険と隣

り合わせであることを痛感しているが，去る 12 月

7 日に四国沖に墜落した岩国基地所属の F/A-18 が

12 月 3 日に横田基地に飛来した機体であったことか

らもその思いを再確認したばかりである。事故機の

MV-22 が横田基地に飛来したことのある機体であっ

たかどうかは不明だが，オスプレイの事故によって巻

き添えを食いたくないのが偽らざる心境である。

　以上のことを踏まえて，私たちは，在日米軍に対し，

以下の要求をいたします。

記

１．MV-22 の日本国内での運用を禁止すること。

２．１の要求に応えられない場合は，今回の事故やこ

の間の事故，故障や，その原因を全て公表し，問題解

決が 100％できるまでの間は飛行禁止とすること。

３．１や２の要求にすら応えられない場合は，日米合

同委員会のオスプレイに関する合意（飛行時間や飛行

高度，避けなければならない飛行地域，機体の変換に

関する取り決めなど）を完全に守ること。

４．MV-22 と同型機 CV-22 の横田基地配備計画

を撤回すること。


